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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月18日(2021.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透析機器（１１０、２１０、３１０、４１０、５１０）を用いる体外流体回路（１００
、２００、３００、４００、５００）の排液方法であって、前記透析機器（１１０、２１
０、３１０、４１０、５１０）が透析器（１３０、２３０、３３０、４３０、５３０）と
前記体外流体回路（１００、２００、３００、４００、５００）とに接続され、前記体外
流体回路（１００、２００、３００、４００、５００）が、患者から血液を引き出すため
に前記患者に接続可能な動脈ライン（１０１、２０１、３０１、４０１、５０１）と、前
記患者に血液を返すために前記患者に接続可能な静脈ライン（１０２、２０２、３０２、
４０２、５０２）と、を備え、前記方法は、
　前記体外流体回路（１１０、２１０、３１０、４１０、５１０）からの治療終了の後、
前記透析器（１３０、２３０、３３０、４３０、５３０）を通じて前記体外流体回路から
残っている流体を排液すること（１０００、２０００、３０００）を含み、
　前記透析器（１３０、２３０、３３０、４３０、５３０、６３０）が、前記透析器（１
３０、２３０、３３０、４３０、５３０）へのおよびそこからの透析流体の分配のために
、透析流体回路（１９３、１９４、２９３、２９４、３９３、３９４、４９３、４９４、
５９３、５９４）を介して前記透析機器（１１０、２１０、３１０、４１０、５１０）に
接続され、前記体外流体回路（１１０、２１０、３１０、４１０、５１０）が、前記体外
流体回路（１００、２００、３００、４００、５００）に対して負となる圧力を前記透析
流体回路（１９３、１９４、２９３、２９４、３９３、３９４、４９３、４９４、５９３
、５９４）に印加することによって、前記透析器（１３０、２３０、３３０、４３０、５
３０）を通じて排液され、
　前記透析流体回路（１９３、１９４、２９３、２９４、３９３、３９４、４９３、４９
４、５９３、５９４）に印加される、前記体外流体回路（１００、２００、３００、４０
０、５００）に対して負となる前記圧力が、前記体外流体回路（１００、２００、３００
、４００、５００）にガスを導入することによるものであり、
　前記動脈ライン（１０１、２０１、３０１、４０１）が、前記患者に接続可能な第１ポ
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ート（１９１、２９１、４９１）を備え、前記静脈ライン（１０２、２０２、４０２）が
、前記患者に接続可能な第２ポート（１９２、２９２、４９２）を備え、
　前記方法はさらに、前記体外流体回路（１００、２００、４００）に前記ガスを導入す
る前に、前記第１ポート（１９１、２９１、４９１）を前記第２ポート（１９２、２９２
、４９２）に接続すること（１０１５、２０１５）を含む方法。
【請求項２】
　前記排液すること（１０００、２０００、３０００）の前に、前記体外流体回路（１０
０、２００、３００、４００、５００）を満たすために、前記体外流体回路（１００、２
００、３００、４００、５００）にリンスバック流体（１０１０、２０１０、３０１０）
を導入することをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記排液すること（１０００、２０００、３０００）の前に前記体外流体回路（１００
、２００、３００、４００、５００、６００）を満たすために前記リンスバック流体（１
０１０、２０１０、３０１０）を導入した後に、前記体外流体回路（１００、２００、３
００、４００、５００、６００）にライセート流体（６０９０）を導入することをさらに
含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記透析機器（２１０、３１０）は、前記体外流体回路（２００、３００、６００）に
接続されたライセート流体ポンプ（９２４）に接続され、前記体外流体回路（２００、３
００）を満たすために前記体外流体回路（２００、３００、６００）に前記ライセート流
体を導入することは、前記ライセート流体ポンプ（９２４）を活性化することによって、
前記透析器（２３０、３３０、６３０）を通じた前記静脈ライン（２０２、３０２、６０
２）の方への前記ライセート流体の流れを生成するように行われる請求項３に記載の方法
。
【請求項５】
　前記ポンプ構成（６３、６４）がさらに、前記透析器（１３０、２３０、３３０、４３
０、５３０）へのおよびそこからのライセート流体の分配のためのライセート流体ポンプ
を備え、前記方法はさらに、前記ポンプ構成（６３、６４）を制御することによって、前
記リンスバック流体が前記体外流体回路（１００、２００、３００、４００、５００）に
導入された後、前記体外流体回路（１００、２００、３００、４００、５００）のなかに
ライセート流体を分配することを含む請求項３または４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ポンプ構成（６３、６４）は、前記透析器（１３０、２３０、３３０、４３０、５
３０、６３０）および前記体外流体回路（１００、２００、３００、４００、５００）か
らの流体の除去を維持しつつ、ライセート流体を前記体外流体回路（１００、２００、３
００、４００、５００）に分配するように制御される請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記リンスバック流体（１０１０、２０１０、３０１０）の導入の後、かつ、前記ライ
セート流体（６０９０）の前記体外流体回路への導入の前、に前記透析器（１３０、２３
０、３３０、４３０、５３０、６３０）を通じて前記体外流体回路（１００、２００、３
００、４００、５００、６００）から残っている流体を排液すること（１０００、２００
０、３０００）をさらに含む請求項３から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ライセート流体がクエン酸および選択的にＲＯ水を含む請求項３から７のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記透析器（１３０、２３０、３３０、４３０、５３０）が、前記透析器（１３０、２
３０、３３０、４３０、５３０）へのおよびそこからの透析流体の分配のためにポンプ構
成（６３、６４）に接続され、前記方法は、前記ポンプ構成（６３、６４）を制御する（
１０３０、２０３０、３０３０）ことによって、前記負の圧力の印加中の、前記透析器（
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１３０、２３０、３３０、４３０、５３０）および前記体外流体回路（１００、２００、
３００、４００、５００）からの残っている流体の全体としての除去を達成することを含
む請求項１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記透析機器（１１０、２１０、３１０、４１０、５１０）が、前記動脈ライン（１０
１、２０１、３０１、４０１、５０１）に接続された蠕動血液ポンプ（１２２、２２２、
３２２、４２２、５２２）に接続され、前記方法は、前記蠕動血液ポンプ（１２２、２２
２、３２２、４２２、５２２）を活性化すること（１００５、２００５、３００５）によ
って、特に前記リンスバック流体の導入中および前記ライセート流体の導入中のそれぞれ
において、前記透析器（１３０、２３０、３３０、４３０、５３０）の方への前記リンス
バック流体の流れを生成することを含む請求項３から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記透析器（２３０、３３０）の方への前記リンスバック流体の前記流れを生成する前
に、血液の前記動脈ライン（２０１、３０１）を空にするために、前記動脈ライン（２０
１、３０１）の方への血液のプッシュバック流れを生成すること（２００３、３００３）
をさらに含む請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記透析機器（２１０、３１０）は、前記体外流体回路（２００、３００）に接続され
た透析流体ポンプ（２２４、３２４）に接続され、前記体外流体回路（２００、３００）
を満たすために前記体外流体回路（２００、３００）に前記リンスバック流体を導入する
ことは、前記透析流体ポンプ（２２４、３２４）を活性化することによって、前記透析器
（２３０、３３０）を通じた前記静脈ライン（２０２、３０２）の方への前記リンスバッ
ク流体の流れを生成することによって行われる請求項２から１１のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記ガスを導入することは、入口（１０９、２０９、３０９、３９１、４０９、５０９
、５９１、６９１）を介して前記体外流体回路（１００、２００、３００、４００、５０
０、６００）へガスをポンプで入れることによって行われ、それによって前記残っている
流体が前記透析器（１３０、２３０、３３０、４３０、５３０、６３０）の方へ押し出さ
れて前記透析機器（１１０、２１０、３１０、４１０、５１０、６１０）を通じて排液さ
れる請求項１から１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ガスは、前記入口（１０９、２０９、３０９、３９１、４０９、５０９、６０９）
を介して前記体外流体回路（１００、２００、３００、４００、５００、６００）に接続
されているポンピングデバイス（１２１、２２１、３２１、４２１、５２１）を用いて、
前記体外流体回路（１００、２００、３００、４００、５００、６００）へとポンプで入
れられる請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記導入されるガスが空気である請求項１から１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ポンピングデバイス（１２１、２２１、３２１、４２１、５２１）が空気ポンプで
ある請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記静脈ライン（３０２、５０２、６０２）に接続された静脈ドリップチャンバ（３３
１、５３１）を回すこと（３０１３）をさらに含む請求項１から１６のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項１８】
　前記蠕動血液ポンプ（３２２、５２２）を活性化して前記第１ポート（３９１、５９１
）を介して前記体外流体回路（３００、５００）にガスを引き込むことによって、前記体
外流体回路（３００、５００）にガスが導入される請求項１から１７のいずれか一項に記
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載の方法。
【請求項１９】
　体外流体回路（１００、２００、３００、４００、５００）と透析器（１３０、２３０
、３３０、４３０、５３０）とに接続された透析機器であって、前記体外流体回路（１０
０、２００、３００、４００、５００）が、患者から血液を引き出すために前記患者に接
続可能な動脈ライン（１０１、２０１、３０１、４０１、５０１）と、前記患者に血液を
返すために前記患者に接続可能な静脈ライン（１０２、２０２、３０２、４０２、５０２
）と、を備え、前記透析機器が、請求項１から１８のいずれか一項に記載の排液方法を行
うように構成される透析機器。


	header
	written-amendment

